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1.はじめに 
 近 年 ， GIS （ Geographic Information 
System）の普及[1]に伴い，パソコンや携帯電話

を利用して容易に位置情報を扱えるようになっ

た．特に携帯電話で位置情報を利用した様々な

研究[2]-[4]やサービスが行われている．また，凶

悪犯罪や児童を狙った犯罪が多発し，防犯への

関心が高まっている．そのため，セコム社の

GPS（Global Positioning System）搭載端末に

よる「ココセコム人向けサービス」や豊中市の

「地域安全安心システム」といった位置情報と

携帯端末を利用した防犯サービスが多く開始さ

れている．前者のサービスでは，GPS により，

端末を持っている子供の現在地を追跡する機能

と子供がセコムと親に危険を通知する機能を提

供している．後者のサービスや既研究[5]では，

犯罪や事故の情報に位置情報を付加してデータ

ベース化し，防犯マップとして公開している．

これらのサービスを利用することによって人々

の防犯意識をより高めることができ，犯罪や事

故を未然に防ぐことができる．しかし，既存の

サービスや研究では，利用者が防犯マップを確

認して危険な場所を記憶し，外出の際にその場

所のことを意識しておく必要がある．そこで，

本研究では，危険な場所に近づくと携帯電話を

通じて利用者に危険を知らせるシステムを開発

する．  
2. システムの概要 
 本研究では，危険位置情報を携帯電話に登録

し，利用者が危険位置に近づいた場合に，振動

や音声により危険位置を知らせることを目的と

する．本システムの概要を図１に示す．本シス

テムは，図２に示すように，１）危険位置情報

取得機能，２）危険位置情報登録機能，３）危

険通知機能の３つの機能により構成される． 
2. 1 危険位置情報取得機能 
 危険位置情報取得機能では，Web 上に公開さ 
 

れている防犯マ

ップから危険位

置情報を取得す

る．防犯マップ

とは，犯罪や事

故の起こった場

所を地図上に表

したものである．

Web 上に公開さ

れている防犯マップは，公開している自治体や

企業によって形式が異なっているためテキスト

データに変換する必要がある．そこで，危険位

置とひったくりや事故といった危険の種類をテ

キストデータに置き換え，システムにそのデー

タを読み込ませて危険位置情報を取得する．  
2. 2 危険位置情報登録機能 
 危険位置情報登録機能では，危険位置情報取

得機能で取得した危険位置情報を携帯電話に登

録する．利用者のいる地域を入力し，その地域

に対応した危険位置情報を取得して使用する．  
2. 3 危険通知機能 
 危険通知機能では，危険位置取得機能で登録

した危険位置に利用者が近づいた場合に振動や

音声で危険を知らせる．利用者は，危険を知ら

されることによって周りを警戒し，防犯意識を

高めることができる．警告の仕方は，犯罪や危

険の種類によって変え，警戒しなければいけな

い危険が何か瞬時にわかるようにする．本シス

テムでは，GPS 機能付き携帯電話により利用者

の現在地を取得する．そして，元の防犯マップ

上の危険位置の中心の座標を（x,y）とし，中心
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表１ アンケート結果 

図３ 実行画面 

から半径 20m の範囲を危険位置とする． 
3. システムの実証実験と考察 
 本システムの有用性を確認するために，実証

実験を行った．本システムの実行画面を図３に

示す．防犯マップには，大阪府警が公開する大

阪市西区の路上強盗に対する防犯マップを使用

する．本実証実験では，大阪市西区の住人 30 名

にシステムを利用してもらいアンケート調査を

行った．実験区域は大阪市西区とした． 
3.1 実証実験 
 本実証実験では，

まず，携帯電話に大

阪市西区の路上強盗

に対する防犯マップ

から危険位置情報を

登録する．次に，被

験者に本システムを

搭載した携帯電話を

携帯してもらい，実

験区域内を自由に歩

き回ってもらう．最

後に，被験者に本シ

ステムの評価を聞

くためにアンケートを実施した．アンケートで

は，本システムが危険を知らせた場所は「普段

から危険を感じていた場所」，「特に気にして

いなかった場所」の２択回答，自分の防犯意識

を促すのに「大変役に立つ」，「役に立つ」，

「少し役に立つ」，「あまり役に立たない」，

「役に立たない」の５段階評価，初めて訪れる

人の防犯意識を促すのに「大変役に立つ」，

「役に立つ」，「少し役に立つ」，「あまり役

に立たない」，「役に立たない」の５段階評価

を行った．  
3.2 結果と考察 
 本実証実験終了後のアンケート集計を表１に

示す．30 人中 17 人が，「普段から危険を感じ

ていた場所」と回答した．これは，本システム

が示した危険位置は，実際に住民が危険と感じ

ていた場所であることを示している．つまり，

危険位置が正確に伝えられていることを示して

いる．「普段から危険を感じていた場所」と回

答した人は，危険位置がすでに危険だと感じて

いたので本システムはあまり役に立たない．し

かし，初めて訪れる人に対して本システムが有

効であると考えていることがわかる．さらに，

「特に気にしていなかった場所」と回答した人

は，自分にも初めて訪れる人にも役に立つと回

答している．以上の結果より，本システムの有

効性が証明されたと考える． 

4. おわりに 
 本研究では，利用者が危険な場所に近づくと

警告し，防犯意識を促すシステムを考案した．

実証実験により，本システムの有効性を確かめ

た．本システムを利用することによって，危険

位置での利用者の警戒心を高めることができた

と考える．今回は，危険位置の警告範囲を一定

にした．しかし，今後はひったくりや事故とい

った危険の内容によって危険位置の警告範囲を

定めることで，より適切に警告を出すことがで

きると考える．さらに，実際に犯罪や危険に遭

遇した場合は，その情報を位置情報と共にデー

タベースに登録できるようにする．それにより，

防犯マップを利用するだけでなく利用者自ら防

犯マップの情報を更新することができ，より防

犯に関する意識が高まると考えられる． 
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